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中
唐
の

時
代
に

は
、

詩
人

の

唱

和
詩

を
収
め

た

唱
和
集
が

多
く

作

ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

劉

禹

錫
と

白
居

易
と
に

よ

る

「

劉

白
唱

和

集
」

は
、

そ
の

代
表

的

な
も
の

の
一

つ

で

あ

る
。

こ

の

「

劉

自
唱
和

集
」

は
、

そ

の

ま
ま

の

形
で

は

伝
わ
っ

て

お

ら
ぬ

た

め
、

多
く
の

研

究

者
達
に

よ
っ

て
、

劉
禹
錫
・

白
居

易
そ
れ

ぞ
れ

の

集
の

中
か

ら
詩

を
組
み

合
わ
せ

る

作

業
が

行
わ

れ

て

き

た
。

そ
の

中
に

は
、

研
究

者

の

間
で

異
な
っ

た

意
見
の

も
の

も
含
ま

れ

て

い

る
。

　

本
稿
で

は
、

そ

れ

ら

の

先

人

達
の

業

績
の

中
の

、

く
い

違
っ

た

意

見
の

も
の

に

つ

い

て

考
察
す
る

こ

と

を
試
み

た
。

こ

れ

に

よ
っ

て
、

劉

禹
錫
と

白

居
易
と

の

唱

和
文
学
に

対
す

る

よ

り

正

確
な
理

解

の
一

助
と
な

る
こ

と

が

で

き
れ
ば

幸
い

で

あ
る

。

　
A7

回

使
用
し
た

参
考
文

献
は

、

以

下
の

通
り

で

あ

る
。

 
花
房

英
樹
氏

「

白
氏
文
集
の

批

判
的
研

究
」

　一

九

六

〇

年
　

彙
文

　

　

堂

書
店

 
花
房

英
樹
氏

「

白
居
易
研
究
」

一

九
七
一

年

世

界
思

想
社

 
卞

孝
萱
氏
「

令
狐

楚
・

劉

禹
錫
「

彭

陽

唱
和
集
 

復
原
」

（

「

唐

　

　

代
文
史
論

叢
」

所
収
）

一

九
八

六

年

　
山

西
人
民

出
版
社

 
朱

金
城
氏

「

白
居
易

研
究
」

　一

九

八
七

年
　
陜
西

人
民

出
版
社

 
朱

金
城
氏

「

白
居
易

集

箋
校
」

一

九
八

八

年
　
上

海
古
籍

出
版
社

 
瞿
蛻
園
氏

「

劉
禹

錫
集

箋
證
」

一

九

八

九

年

上

海
古
籍

出
版
社

 
卞

孝
萱
氏

「

劉

禹

錫
年
譜
」

一

九
六一
二

年

中
華
書

局

 
高

志
忠
氏

「

劉

禹
錫
詩
文

繋
年
」

一

九
八
八

年
　
広

西
人

民
出
版

　

　

社

　

本
稿
で

は
、

以

上
の

も
の

を
用
い

て
、

諸
家
の

説
を

検
討
し

た
い

。

本
　

論

第
一

に

と
り

あ

げ

る
の

は
、

白
居

易
の

「

令
狐

相
公
の

劉
郎

中
に
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寄
せ

、

兼

ね
て

示

さ

る

る

長

句
に

和
す

　
和
令
狐

相
公

寄
劉
郎

中
兼

見

示

長
句
」

　
（

二

七
七

α）

と
い

う
作
品

で

あ
る

。

日
月

天
衢

仰
面
看

碧

幢
千
里
空

移
鎭

別
後

樅
吟
終

少
興

酒
軍

詩
敵
如

相
遇

尚

淹
池
鳳
滞

蠱
鸞

赤
筆

三
年
未
轉
官

病
來

雖
飲

不

多
漱

臨

老

猶
能
一

據
鞍

日

月
の

天

衢

　
面

を
仰
い

で

看
れ

ば

尚
ほ

池
に

淹
ま
る

鳳
　

臺
に

滞
ま

る

鴛
あ

り

碧

憧

　
千
里

　
空

し

く

鎭

を

移
し

赤

筆
　
三

年

　
未
だ

官

を
轉
ぜ

ず

別
れ

て

後

　
縱
ひ

吟
ず
る

も

　
終
に

興

少
な
く

病
ん

で
爬
　
飲
む

と

雖

も

　
歡
多
か

ら

ず

酒
軍

　
詩

敵
　
如
し

相
ひ

遇
は

ば

老
い

に

臨
ん

で

猶
ほ

能
く
一

た

び

鞍
に

據
ら
ん

　
こ

の

詩
は

、

花

房
氏
・

朱
金

城
氏
と

も
に

太
和
五

年
（

八

三

こ
、

臼
居

易
が

河
南
尹

と

し
て

洛
陽
に

い

る

時
の

作
品
と

し

て

い

る
。

令

狐
楚
は

、

太

和
三

年
（

八

二

九
）

の

冬
か

ら
天

平
軍

節
度

使
と

し

て

鄲
州
に

い

た
。

朱
金
城
氏
の

箋
で

は
、

　
「

碧

幢
千
里

空

移
鎭
」

の

句

に

つ

い

て
、

令

狐

楚
が

東

都
留

守
か

ら
天

平
軍
節
度

使
と

な
っ

た

こ

と

を
指
す

と
い

う
。

　
一

方
、

劉

禹

錫
は

こ

の

年
太

和
五

年
の

十

月
ま
で

礼

部
郎

中
と

し

て

長

安
に

い

た
。

朱
金

城
氏
の

箋
に

は
、

　
「

赤

筆
三

年
未

轉
官
」

の

句
は

、

劉

禹
錫
が

久

し

く

郎
官
で

あ
っ

た

こ

と

を
指
す
と
い

う
。

劉

禹
錫
は

太

和
三

年
か

ら
こ

の

五

年
十
月
ま

で
の

三
年
の

間
、

礼
部
郎

中
で

あ

り
、

赤

筆
三

年
は

こ

の

こ

と

を

指
す
と

思
わ

れ
る

。

　
こ

の

白
居
易
の

詩
に

対
し

て
、

卞
孝
萱
・

朱

金
城

・

瞿
蛻
園
の

三

氏
は

、

令

狐
楚
の

「

禮

部
劉
郎

中
に

寄
す

　
寄
禝
部
劉
郎

中
」

と

劉

禹
錫
の

「

令
狐

相
公
の

寄
せ

ら

る

る

に

酬

ゆ

　
酬

令
狐

相
公
見
寄
」

（

七

三
五
）

と

を
組
み

合
わ

せ

て
い

る
。

令

狐

楚
の

作
品

は

次
の

通

　

　
　
ご

ご

り

で

あ

る
。

一

別
三
年

在
上

京
　
仙
垣
終
日

選

羣
英

除

書
毎
下
皆

先
看

　
唯
有
劉
郎
無

姓

名

一

た

び

別
れ

て

三

年

　
上

京
に

在
っ

て

は

仙

垣

　
終
日

　
羣
英
を
選
ぶ

除

書

　
下
さ

る

る

毎
に

皆
な

先
づ

看
る

に

唯
だ

劉
郎
の

姓

名
無
き

こ

と

有
る

の

み

　
こ

の

詩
は

、

詩

題
に

礼

部
劉
郎

中
と
い

っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

太

和
三
〜

五

年
の

作
と

思
わ

れ

る
。

こ

の

間
、

令
狐

楚
は

天
平

軍
節
度

使
と

し

て

鄲
州
に

い

た
。

　
劉

禹
錫
の

作
品

は
、

次
の

よ

う
な

も
の

で

あ
る

。
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蟄
玉
山
頭

注
四

年
　

毎
聞
笙
鶴
看

諸
仙

何

時
得
把

浮
丘
袂
　
白
B
將
昇
第
九

天

羣
玉

山

頭

　
住
む

こ

と

四

年

毎
に

笙
鶴

を
開
き

諸
仙
を

看
る

何
れ

の

時
か

　
浮
丘
の

袂

を
把
り

得
て

白

日

　
將
に

第
九

天
に

昇
ら
ん
と

す

る

　

盟
蛻
園
氏
の

箋
證
に

い

う

通
り

、

こ

れ

は
、

仙
人

の

こ

と

に

か

り

て

官
位
の

こ

と

に

喩
え
た

も
の

で

あ

ろ
う
。

劉
禹

錫
は

太
和
二

〜

五

年
の

足
か

け

四

年
の

間
、

集

賢
殿

学
士

を
兼
ね
て

い

た
の

で
、

第
一

句
に

「

羣
玉
山

頭
住

四

年
」

と

表
現
し

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

卞
孝
萱
氏
ら
は

、

臼
居

易
の

詩
は

、

こ

の

二

首
と

関
連
し

て

作
ら

れ

た

も
の

で

あ

る

と

す
る

。

そ

の

論

拠
は
、

昇
進
を

得
な
い

劉
禹

錫

に

対

す
る

思
い

と

い

う
点
で

、

令
狐

楚
の

詩
に

歌
わ

れ

て

い

る

心

情

と
、

臼
居

易
の

詩
の

首
聯
・

頸
聯
の

情
が

つ

な
が
っ

て

お

り
、

劉
禹

錫
の

詩
と

符
合
し

て

い

る

と
い

う
こ

と

で

あ
ろ

う
か

。

　

た

し

か

に
、

令

狐

楚
の

作
品

と
劉

禹
錫
の

作
品

と
は

、

劉

禹
錫
の

官
位

昇
進
に

つ

い

て

の

両
者
の

思
い

が

述
ぺ

ら
れ

て

い

る

と
い

う
点

で
、

唱

和

詩
と

す
る

の

に

ふ

さ

わ

し

い

も

の

で

あ
ろ

う
。

し

か

し
、

こ

の

二

首
と

白
居

易
の

詩
と

を

組
み

合
わ

せ

る

こ

と
に

問

題
は

な
い

だ
ろ

う

か
。

　

そ
れ

に

対
し

て
、

花
房

英
樹
氏
は

、

白
居
易
の

詩
と

「

鄲
州
の

令

狐

相
公
の

官
舎
に

懐
ひ

を
言
ひ

て

寄
せ

ら
る

る
に

酬
い
、

兼
ね

て

樂

天
に

呈
す

　
酬
鄲
州
令

狐
相
公
官
舎

言

懐
見
寄
兼

呈
樂
天
」

　
（

六

六

九
）

の

詩

を
組
み

合
わ

せ

る
。

詞
人
各

在
一

涯
居

佳
句

傳
因

多
好

事

巳
通

戎
路

逢
黄
石

聞
読
朝
天

在

來
歳

聲
昧
雖
同

跡
自
疏

尺

題
稀
爲
不

便
書

仍
占
文
星

耀
碧

盧

覇
陵
春
色
待

來

車

詞
人

各
々

一

涯
に

在
っ

て

居
り

聲
味

　
同
じ
と

雖
も
跡
自

ら
疏
な
り

佳
句
　
傳
は

る

は

好
事
多
き
に

因
り

尺

題

　
稀
な
る

は

書
に

便
な
ら

ざ

る

が

爲
な
り

已
に

戎
路
に

通
じ

て

黄

石
に

逢
ひ

仍
ほ

文
星

を
占
め

て

碧
虚
に

耀
く

聞

く
な
ら

く
　
天
に

朝
す

る

は

來
歳
に

在
り
と

靄
陵
の

春
色

　
來
車
を
待
つ

　
こ

の

詩
に

つ

い

て
、

卞

孝
萱
氏
の

「

彭
陽
唱

和
集
一

の

復
原
で

は
、

太

和
三

年
（

八

二

九
）

の

作
と

し
、

令

狐
楚
の

「

官

舎
言
懐
」

の

詩

が

あ
っ

た

が

佚
し

た

も
の

と

す
る

。

高
志
忠
氏
は

太
和
五

年
の

作
と

し
、

瞿
蛻
園
氏
は

太
和
四

年
の

作
と

す
る

。
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花
房

氏
の

復

原
は
、

結
果
だ

け

を
記

し

て

い

る

た

め
、

ど
う
い

っ

た

点

を

根
拠
に

組
み

合
わ

せ

た

の

か

は

不

明
で

あ

る
。

　

こ

の

詩
に

つ

い

て

は
、

令
狐

楚
の

原
唱

が

残
っ

て

い

な
い

た

め
、

は
っ

き

り

と

は

言
え

な
い

が
、

白
居
易
の

作
品

と

比
較

す
る

と
、

劉

禹
錫
の

こ

の

詩
の

首
聯
で

、

三
人

が

離
れ

ば

な

れ

に

な
っ

た
こ

と
を

い

っ

て

い

る

の

は
、

白

居
易
の

詩
の

頸
聯
で
、

会
え

ぬ

悲
し

み

を
述

べ

て

い

る

の

と

共
通
し

て

い

る
。

ま

た
、

劉

禹
錫
の

詩
の

尾

聯
で

会

え

る

喜
び

を
述
べ

て

い

る

の

は
、

白
居

易
の

詩
の

尾
聯
で

会
い

た
い

思
い

を
表
現

し

て
い

る

と

の

関
係
が

あ

り

そ
う
で

あ

る
。

　

以
上

に

述
べ

た
よ

う
に

、

意

見
は

分

か

れ

て
お

り
、

内
容
か

ら
み

る

と
、

ど

ち

ら
に

も
き

め

が

た

く

譽
わ

れ

る
。

　

し

か

し
、

私
は

花
房

氏
の

復

原
に

賛
成
し

た
い

。

　

そ
の

理

由
の

第
一

は
、

花
房
氏
の

組
み

合
わ

せ

た

も
の

の

方
が

、

七

言
八

句

と
い

う
詩

型
の

点
で

共

通
し

て
い

る

と
い

う
こ

と
で

あ

る
。

も
ち

ろ
ん

、

唱

和
詩
の

中
に

は

原
唱

と
違
う

詩
型
の

和
篇

を

作
る

こ

と
は

そ
う

珍
し
い

こ

と

で
は

な
い

が
、

同
じ

詩
型
で

作
る

こ

と

が

多

い

の

は

た

し

か

で

あ
る

。

　

理

由
の

第
二

は
、

白
居
易
の

詩

題
中
に

「

長

句
」

と
い

う

表
現
が

あ

る

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

白

居
易
の

詩
題

を
見
る

と
、

令

狐
楚
の

原
唱

を
「

長
句
」

と
表
現

し

て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

　
「

長
句
」

と
い

う
言

葉
を
辞

書
で

調
ぺ

る

と
、

唐
代
に

七
言

古
詩

を
い

う
と

解
説
さ

　

　
　
ぐ
ニリ

れ

て

い

る
。

白
居

易
自

身
は

ど

の

よ

う

な
詩
型
を
「

長

句
」

と

呼
ん

で

い

た

の

で

あ
ろ

う

か
。

白
居

易
が

自

分
の

詩
を

、

詩
題
や
序
の

中

で

「

長
句
」

と

呼
ん

で
い

る

の

は

二

十
七

例
あ
る

が
、

そ
の

詩
型
は

、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ
ロリ

七
言

古
詩
が

三

例
、・

七

言
律
詩
が

二

十

四
例
あ
る

。

　
こ

の

こ

と

か

ら
、

白
居
易
の

い

う
「

長

句
」

は
、

七

言
の

律

詩
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ノ

古
詩

を
指
す

も
の

と

思
わ

れ

る
．

そ
こ

で
、

令
狐

楚
の

「

寄
禮

部
劉

郎

中
」

を
見
る

と
、

一

首

四
旬
で

平
仄
の

整
っ

た

七
言

絶
句
で

あ

り
、

「

長

句
」

と

は

表
現
し

が

た

い

も
の

で

あ

る
。

よ
っ

て
、

白
居

易
の

詩
の

原
唱
と

な
っ

た

令
狐

楚
の

作
品
は

、

　
「

寄
禮
部
劉

郎
中
」

で

は

な
い

の

で

は

な
い

か

と

想
像
さ

れ

る
。

　

さ

ら
に

、

そ
の

点
か

ら
、

花
房

氏
が

復

原
し
た

方
の

劉
禹
錫
の

詩

を
見
る

と
、

七

言
八

句
の

う
ち

、

四
句

目
と
七

句
目
は

、

　
「

二

四

不

同
、

二

六

対
」

の

規
則
に

合
わ

ぬ

も
の

で
、

近

体
詩
の

規
則
を
や
や

は

ず
れ
た

も
の

と
な
っ

て
い

る
。

よ
っ

て
、

こ

の

詩
の

原
唱
で

も
あ

っ

た

令

狐

楚
の

詩
も

、

近

体
詩
の

規
則
を
や

や
は

ず
れ

て
い

た

可
能

性
も
あ
る

。

　
い

ず
れ

に

し

ろ
、

令
狐

楚
の

原
唱

は
、

七

言
の

律

詩
か

古
詩
で

あ

っ

た

と

考
え

ら

れ

る

の

で

あ
る

。

　

第
三
に

、

　
「

寄
禮
部
劉
郎

中
」

・

と

「

酬
令
狐

相
公

見
寄
」

の

二

首

の

七

言

絶
句
は

、

ま
っ

た

く
劉

禹
錫
と

令

狐

楚
の

二

人
が

、

二

人
の

間
の

こ

と
の

み

を
述
べ

あ
っ

て

い

る

作
品

で

あ

り
、

そ
こ

に

は

白
居

易
と
の

関
係
が

う
か

が

え
な
い

。

　
白
居
易
の

詩

題
に

は
、

「

兼
ね
て

示
さ

る
る
」

と

い

っ

て

い

る

か

ら
、

白

居
易
が

和
し

た
令

狐
楚
の

原

唱
は

、

白

居
易
に

も

見
せ

ら
れ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

そ
の

中
に

は

臼

居
易
の

こ

と

も
述
べ

て

あ
っ

た

か

も
し

れ

な
い

。
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白

居
易
が

そ
れ

に

和
し

た

詩
に

は
、

劉

禹
錫
と

令

狐
楚
の

こ

と

が

そ

れ

ぞ

れ

述
ぺ

ら
れ

て

い

る
。

で

あ
る

か

ら
、

劉

禹
錫
の

和
詩
も

、

題
に

「

兼
ね

て

樂
天
に

呈

す
」

と
い

い

、

白

居
易
の

存
在

を
意
識
し

て
い

る
、

花
房
氏
の

組
み

合
わ
せ

た

作
品
の

方
が

ふ

さ

わ

し
い

も
の

な
の

で

は

あ

る

ま
い

か
。

　
以

上
の

三
つ

の

点
か

ら
、

私
は

花
房

氏
の

復

原
に

賛
成
し

た
い

。

　
第
二

に

と

り

あ
げ
る

の

は
、

劉

禹
錫
の

和
樂
天

早

寒
」

　
（

六
二

六
）

で

あ

る
。

雨

引
苔

侵
壁

久
留

閑
客
話

酒
甕
新
陳
接

傷
然

自
有

處

風

驅
葉
擁
階

宿
請
老
僧

齋

書

籤
次
第
排

癌
落
不

傷
懐

雨

引
き
て

苔
は

壁
を

侵
し

風

驅
っ

て

葉
は

階
を

擁
す

久

し

く
閑
客

を
留
め

て

話
し

り

じ宿
し

く
老

僧
に

請
う
て

齋
す

酒
甕

　
新
陳
接
し

書
籤
　
次
第
に

排
す

嫋
然
と

し

て

自
ら

處
有
れ

ば

搖
落

も
傷

懐
せ

ず

「

樂
天
の

早
寒
に

和
す

　
こ

の

詩
は

、

　
「

白
氏
文
集
の

批
判

的
研

究
」

に

お

い

て

は
、

易
の

「

早

寒
」

　
（

二

六

二

こ

の

和
篇
と

さ

れ

て
い

る
。

黄
葉
聚

牆
角

被

經
霜
後

薄

半

卷
寒
簷

幕

迎

冬
兼
迭
老

主

異
口

園

柱
根

鏡
遇

雨
來
昏

斜
開

爆
閣
門

只
仰
酒
盈

樽

黄
葉

　
牆
角
に

聚
ま

り

青
苔
　
柱
根
を
圍
む

被
は

霜
を

經
て

後
　
薄
く

鏡
は

雨
に

遇
ひ

τ

蒋

昏
し

半
ば

寒
響
の

幕
を
眷
き

斜
に

煖
閣
の

門
を

開
く

冬
を
迎
ふ

る

と
老
い

を
送
る

と

只

だ
酒
の

樽
に

盈
つ

る

を
仰
ぐ

白
居

　
こ

の

詩
は

、

花
房
氏
・

朱

氏
と

も
に

太

和
二

年
（

八
二

八
）

長

安

で
の

作
と

す

る
。

当

時、

臼
居
易
は

刑
部
侍
郎
で

あ
っ

た
。

朱
金

城

，

高

志
忠
．

輩
蛻
園
の

三
氏

も
、

こ

の

詩
を
劉
禹
錫
の

詩
の

原
唱

と

す
る

。

　
と

こ

ろ
が

、

花
房
氏
の

「

白

居
易
研

究
」

で

は
、

こ

の

二

首
の

詩
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の

組
を
唱

和
詩
と

し

て

收
め

な
が

ら
も
、

　
「

白
居

易
研

究
」

に

お
い

て

追
加
さ

れ

た

唱

和
詩
の

組
の

中
に

、

別

の

詩
と

組
み

合
わ

せ

て

牧

め

て

い

る
。

つ

ま

り
、

　
【

白
居

易
研
究
」

の

中
で

は
、

こ

の

「

和
樂

天

早

寒
」

は
、

異
な
る

二

首
の

詩
の

和
篇
と

し

て
、

重

複
し

て

收
め

ら

れ

て
い

る
の

で

あ
る

。

　

「

臼

居
易
研
究
」

に

お

い

て

新
た

に

組
み

合
わ

さ

れ

た

唱

和
詩
で
、

原
唱
と

さ

れ

て
い

る

の

は
、

白
居

易
の

「

初

冬
郎

事
、

夢

得
に

呈

す

　

初

冬
即

事
呈

夢
得
」

　
（

三
三
九

三
）

と

い

う

作
品
で

あ

る
。

青
藍
帳

煖
喜
微
雪

走

筆
小

詩
能
和

否

信
來
乞

食
因
留

宿

臨
老

交
親
零
落
盡

紅
地

煩
深
宜

早

寒

澄

酷
新
酒

試

嘗
看

客

到
開

樽
便

共
歡

希

君
恕

我
取
人
寛

青
氈
　
帳

煖
か

に

し

て

微

雪
を

喜
び

紅

地
　
煙

深
く
し

て

早
寒
に

宜

し

筆
を

走
ら
せ

る

小
詩

　
能
く

和
す
る

や

否
や

酷
を

溝
す
る

新

酒

　
試
み
に

嘗
め

て

看
る

僧
來
っ

て

食
を

乞
へ

ば

因
っ

て

留
め

宿
ら

し

め

客
到
っ

て

樽
を

開
け

ば

硬
ち

共
に

歓

す

老
い

に

臨
ん

で

交
親

　
零
落
し

蠱
く

希
は

く
ば

君

　
我
の

人
を
取
る

こ

と

寛
な

る

を
恕
せ

よ

　
こ

の

詩
は

、

花
房

氏
・

朱
氏
と

も
に

開

成
三

年
（

八
三

八
）

の

作

と

す
る

。

当

時
、

白
居
易
は

太

子
少

傅
分

司
、

劉

禹

錫
は

太
子

賓
客

分
司
と

し

て
、

と

も
に

洛
陽
に

い

た
。

こ

の

作
品

を
劉

禹
錫
の

「

和

樂
天

早
寒
」

の

原
唱

と

す

る

の

は
、

花
房

氏
の

「

白
居

易
研
究
」

だ

け

で

は

な
く

、

卞

孝
萱
氏
の

「

劉
禹
錫

年
譜
」

も
同
意
見
で

あ
る

。

そ
し
て

卞
氏
は

、

劉
禹
錫
の

詩
の

制

作
年
代
を

開
成
三

年
と

推
定
し

て

い

る
。

そ

の

根

拠
と
な
っ

て
い

る
の

は
、

二

句
目
に

「

早

寒
」

の

語
が

使
わ
れ

て

い

る

こ

と
で

あ

ろ
う
。

　

高
志
忠

氏
は

、

卞
孝

萱
氏
の

意
見

を
引
用
し

た

上
で

、

そ
れ

を
誤

り

で

あ
る

と

す
る

が
、

そ
の

根
拠
は

明

記
し

て

い

な
い

。

お

そ

ら
く

、

臼
居

易
の

詩
題
が

直
ち
に

「

早

寒
」

で

あ

る

方

を
組
み

合
わ

せ

る
ぺ

き

だ

と
い

う
こ

と

で

あ
ろ
う

。

　
さ

て
、

こ

こ

で

三

首
の

詩
を

比
較
す
る

と
、

そ

れ

ぞ

れ

に

表
現
の

共
通

点
を

見
出
し

う
る

。

白

居
易
の

「

早
寒
」

と

劉

禹
錫
の

も
の

で

は
、

首
聯
で

「

苔
」

と
「

葉
」

と
を
対

句
に

し

て

い

る
。

一

方
、

白

居
易
の

「

初

冬
即

事
呈
夢

得
」

の

頸
聯
と

、

劉

禹
錫
の

詩
の

頷
聯
で

は
、

「

信
」

と

「

客
」

が

対
に

な
り

、

ま

た

尾

聯
の

「

零
落
」

と
「

搖

落
」

も
似
か

よ
っ

た

語
を
使
用

し

て

い

る
。

　
し

か

し
、

　
「

苔
」

と

「

葉
」

の

対
句
は

、

例
え

ば

梁
の

丘
遲
の
「

贍

　
　ほ
　
ご

何
郎

詩
」

に
、

擔
際

落
黄
葉

　
墸
前
綱
緑

苔
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擔
際

　
黄
葉
を

落
と
し

塒
前
　
緑
苔
を
綱

す

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
バ
カ　

と
い

っ

た

対
旬
が

あ
り

、

ま
た

、

李
白
の

「

長

相
思
」

に

は
、

相
思

黄
葉

落
　
白
露
點

青
苔

相
ひ

思
へ

ば
黄

葉
落
ち

白

露
　
青
苔
に

貼

ず

と
い

う
句
が

あ
る

な
ど

、

決
し

て

目
新
し
い

も
の

で

は

な
い

。

　

ま
た

、

　
「

信
」

と
「

客
」

に

つ

い

て

も
、

杜

甫
の

「

酬
高
使

君
相

睡
」

に
、

古
寺
僧
牢

落
　
空
房

客
寓

居

古
寺

　
僭
牢

落
た

り

空
房

　
客
寓
居
す

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ヘリ

と

い

う

句
が

見

え
、

ま

た
、

張
籍
の

「

寄
友
人
」

に
、

送
客

沙
頭

宿
　
招

僧
竹
裏

棋

客

を
送
る

沙
頭
の

宿

信
を

招
く
竹

裏
の

棋

と
い

う

対
句
が

あ
る

な
ど

、

こ

れ

も
一

般

的
な

表
現
で

あ

る

と
い

え

そ

う
で

あ
る

．

だ
か

ら
、

こ

れ

ら
の

表
現

の

類
似
か

ら

直
ち
に

唱

和

詩
と

断
定
は

し

が

た

い
、

　
ま

た
、

　
「

零
落
」

　
「

搖
落
」

も

決
し

て

特
殊
な
語

で

は

な
い

。

そ

れ
に

、

白

居
易
の

「

零
落
」

は
、

友
人

の

死
の

意
味
で

使
用
さ
れ

て

い

る

の

に

対
し

、

劉

萬
錫
の

「

搖
落
」

の

語

に

は
、

　
「

楚
辭
」

の
「

九

辯
」

に
、

悲
哉

、

秋
之

爲

氣
也

、

蕭

瑟
兮
草
木
搖
落
而

變
衰

悲
し

い

か

な
、

り

衰
ふ

。

　

　

　
らら

秋
の

氣
爲
る

や
、

蕭
瑟
と

し

て

草

木
搖
落
し

變
は

と
い

う
用

例
が

あ

る
。

そ
の

王
逸
注
に

、

形
箙
易

色
、

枝

葉
枯
摘

也
。

自
傷
不
遇

、

將
與
草

木
倶
衰

老
也

。

形
饐

色
を
易
へ

、

枝

葉
枯
槁
す
る

な
り

。

に

草

木
と
倶
に

衰
老
せ

ん
と

す
る

な
り

。

自
ら

不
遇

を
傷
み

、

將
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と

い

っ

て

お

り
、

季
節
の

推

移
で

草
木
が

枯
れ

る

こ

と
と
人
の

体
が

衰
え

る

こ

と

を
か

け

た

意
味
で

使
わ

れ

て

い

る
。

そ
う
す
る

と
、

か

え
っ

て

臼
居
易
の

「

早
寒
」

の

「

迎
冬

兼
送

老
」

の

旬
に

正
に

対
応

す
る

と

も
い

え
る

。

　

そ
れ

で
は

、

ど

ち
ら

が

劉

禹
錫
の

詩
の

原
唱
で

あ

る

の

か
。

私
は
、

原
唱
は

「

早

寒
」

で

あ

る

と
い

う

意
見
に

賛
成

し

た
い

。

そ
の

理

由

と

し
て

、

私
は

以

下
の

四
つ

が

考
え

う
る

と

思
う
。

　

第
一

に
、

　
「

和
樂
天

早
寒
」

は
、

劉

禹
錫
の

集
で

は
、

外
集
卷
一

に

收
め

ら

れ

て

お

り
、

そ
の

前
後
は

、

　
「

早
寒
」

の

作
ら

れ

た

太

和

二

年
（

八
二

八
）

の

作
と

推
定
さ

れ

る

詩
で

占
め

ら
れ

て

い

る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

劉
禹
錫
の

集
は

、

編

年
に

構
成
さ
れ

て

い

る

わ

け

で

は

な
い

が
、

前
後
に

太

和
二

年
の

作
が

集

中
し

て
い

る

こ

と

は
、

理

由
の
一

つ

に

な
り

え

よ

う
。

　

第
二

に
、

詩
型
が

、

と

も
に

五

言
律

詩
で

あ

る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

先
に

も
述
べ

た

よ

う
に

、

同
じ

詩
型
で

唱
和
す

る

と

は

限
ら

な

い

が
、

同
じ

詩
型
で

唱

和
す
る
こ

と

が

多
い

の

は

事
実
で

あ

る
。

　

第
三
に

、

劉
禹
錫
の

詩
題
の

中
で
、

原
唱

を

「

早
寒
」

と

表
現
し

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

白
居

易
の

「

早

寒
」

は
、

正
に

「

早

寒
」

と

題
し

て

い

る

と
い

う
ば
か

り

で

な
く

、

内
容
が
、

初

冬
の

寒
さ

に

関

す
る

こ

と

で
一

貫
し

て

い

る
。

そ
れ

に

対
し

て
、

　
「

初
冬

郎
事
呈

夢

得
」

の

ほ

う
は

、

自
分
の

近
況
を

報
告
す
る

よ

う

な
内
容
で

、

　
「

早

寒
」

の
一

語
で

包

括
し
き

れ

な
い

も
の

で

あ

る
。

　

第

四
に

、

　
「

初

冬
郎

事
呈

夢
得
」

に

表
れ

た

白
居
易
の

心

情
は

、

閑
適
の

情
の

裏
に

、

非
常
に

深
刻
な

孤
独
が

隠
さ

れ

て

い

る

が
、

劉

禹
錫
の

「

和
樂

天
早

寒
」

は
、

そ
の

答
詩
と

し

て

は
、

あ
ま

り

に

軽

く

あ
っ

さ

り
し

た

内
容
で

あ

る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

作
詩
と

飲

酒
、

そ

し

て

僭
侶
や

友
入
と
の

交
際
と
い

う

閑
適
の

日
々

の

中
に

も

影
を

落
と
す

老
人
の

孤
独

感
が

表
現
さ

れ

た

白
居
易
の

詩
に

対
し

、

劉
禹

錫
の

詩
は

、

物
事
に

囚
わ

れ
ぬ

閑
適
の

生
活
に

楽
し

み

を
求
め

る

も

の

に

す
ぎ

な
い

。

閑
適
の

生

活
に

忍
び

寄
る

孤
独
に

苦
し

み

を
覚
え

る

白

居
易
に

、

同
じ
閑
適
の

生

活
に

楽
し

み

を
求
め

る

劉

禹
錫
の

詩

は
、

あ
ま
り

意
味
の

な
い

も
の

な
の

で

は

あ

る

ま
い

か
。

　

む

し

ろ
、

初

冬
の

寒
さ

と
老
い

の

日
々

を
酒
で

紛
ら

す
し

か

な
い

と

述
べ

る

「

早

寒
」

の

臼
居
易
に

対
し

て
、

物

事
に

囚
わ

れ

ぬ

生

活

の

中
に

は

楽
し

み

が

あ
る

の

だ

と

答
え

た

の

が
、

劉
禹

錫
の

作
品

な

の

で

は

な
い

だ

ろ
う
か

。

　

白
居

易
の

「

初

冬

即
事
呈

夢
得
」

の

詩
は
、

劉

禹
錫
の

「

和
樂
天

早
寒
」

を
受
け

と
っ

て

か

ら

さ
ら
に

十
年
た

っ

た

開
成
三

年
に
、

も

は

や

そ

の

閑
適
の

生

活
の

中
に

も
暗
い

影
が

さ

す

こ

と

が

あ

る

と

述

べ

た

も

の

な

の

で

は

な
い

か

と
私
は

思
う

。

　

以

上
の

四
つ

の

理

由
か

ら
、

私
は

、

劉

禹
錫
の

「

和
樂

天
早
寒
」

の

原
唱

は
、

白
居

易
の

「

早

寒
」

で

あ

る

と

す

る

意
見

に

従
い

た
い

。

　
第

三
に

、

花
房

氏
の

「

白
居
易
研

究
」

に

お

け

る

復

原
で
の

唱

和

詩
の

排
列

上
の

問
題
点

を
と

り
あ
げ
た

い
。

花
房
氏
の

「

白
居

易

研

究
」

で

は
、

　
「

白
氏
文
集
の

批

判
的
研
究
」

に

お

け

る

復
原

を
増
補
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し
、

さ

ら
に

、

　
「

白
氏

文
集
の

批
判

的
研
究
」

で

は

詩

題
だ

け

で

あ

っ

た
も

の

に

詩
の

本
文

を
も
收

録
し

て

い

る
。

そ
し

て
、

両

書

と

も
、

原

唱
と

和
篇
に

つ

い

て

の

明

確
な

記
述
は

な
い

。

　

た

だ
、

白
居
易
の

も
の

が

前
に

あ
る

の

が

大
部
分
で

、

時
に

劉

禹

錫
の

も
の

が

前
に

置
か

れ

て

い

る

こ

と

が

あ

る
。

後
者
は

、

劉

禹
錫

の

も
の

を
原
唱

で

あ

る

と

判
断
さ

れ

た

も
の

で

あ

ろ
う

。

　

そ
う
す

る

と
、

原
則
と
し

て

は
、

白

居
易
の

も
の

を
先
に

置
き

、

劉

禺
錫
の

も
の

を

後
に

置
く

、

た

だ

し
、

劉
禹
錫
の

も
の

が

原
唱
と

明

ら
か

に

わ
か

る

場

合
は

、

劉
禹
錫
の

も
の

を
先
に

置
く
、

と
い

う

こ

と

に

な

ろ

う
。

だ
か

ら
、

白
居

易
の

も
の

が

先
に

あ
る

場

合
は

、

明

ら
か

に

臼

居
易
が

原
唱
と

判
断
さ

れ

る

も
の

と
、

ど

ち

ら
が

原
唱

か

不

明
の

も
の

と
の

二

つ

の

ケ

ー

ス

が

含
ま
れ

て

い

る

と

推
定
さ

れ

る
。

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ハ
んロ

　

前
川

幸
雄
氏
は

、

　
「

劉
臼
唱
和

詩
の

脚
韻
の

研

究
」

で
、

　
「

白
居

易

研
究
」

に

基
づ

い

て
、

和

韻
の

区

別
を
き

れ

て

い

る

が
、

排
列
も

そ
の

ま

ま
用
い

て

お

り

先
に

あ
る

方
を

原
唱

、

後
に

あ
る

方

を
和
篇

と

し

て

機
械
的
に

処
理
し

て

い

る
。

と
こ

ろ

が
、

そ
の

中
に

は

問
題

と
す
ぺ

き

も

の

が

あ
る

と
田
い

う
。

　

白

居
易
に

、

　
「

劉

郎
中
の

鄂
姫
を
傷
む

に

和
す

　
和
劉

郎
中
傷
鄂

姫
」

　
（

二

五
五
二
）

と
い

う
詩
が

あ

る
。

不

獨
君

嗟
我
亦

嗟

　
西
風

北
雪
殺

南
花

不

知

月
夜
魂

歸
處

　
鸚
鵡
洲
頭
第

幾
家

獨
り

君
が

嵯
く
の

み

な
ら
ず
我
も
亦
た

嗟
く

　

　

　
　

　

　
　

　

　
に

西
風

　
北
雪

　
南
花
を
殺

ら
す

を

知

ら

ず

　
月
夜

　
魂
歸
る

處

鸚
鵡
洲
頭

　
第

幾
家
ぞ

こ

れ

と
組
に

な
る
の

が
、

劉

禹
錫
の

（

山

ハ

一
γ

丑

・

亠

ハ

一
亠

ハ

）

　
二

首
で

あ

る
。

「

嗟

く

所
有
り

　
有
所

嗟
」

庚
令

樓
中
初
見
時
　
武
昌

春
柳
闘
腰

肢

相
逢
相

笑
盡
如

夢
　
爲
雨
爲

雲
今
不
知

嘆
令
棲

中
　
初
め

見
し

時

武

昌
の

春
柳
　
腰

肢
を
聞
は

す

相
ひ

逢
う
て

相
ひ

笑
ふ

は

盡
く

夢
の

如
し

雨
と

爲
り

雲
と

爲
っ

て

今
知
ら

ず

鄂
渚

濛
濠
煙

雨
微

　
女

郎
魂
逐
暮

雲
歸

只

應
長

在
漢
陽

渡
　
化

作
鴛
鴦
｝

隻
飛

鄂
渚

濠
濠
と

し

て

煙
雨
微
か

な
り

女

郎
の

魂

　
暮

雲
を
逐
っ

て

歸
る

只

だ

應
に

長

く
漢

陽
の

渡
に

在
っ

て
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化
し

て

鴛
鴦
と

作
っ

て
一

隻
飛
ぶ
べ

し

　
白
居
易

の

詩
は

、

こ

の

劉

禹
錫
の

詩
に

和
し

た

も
の

と

思
わ

れ

る

が
、

花
房

氏
の

「

白
居

易
研
究
」

で
は

、

白
居
易
の

も
の

を
先
に

、

劉

禹

錫
の

二

首

を
後
に

置
く

。

前
川
氏
は

そ

れ

に

従
い

、

白
居

易
を

原
唱

、

劉

禹
錫
を
租
篇

と
す
る

。

こ

れ
に

対
し
、

卞

孝
萱
・

朱

金
城

・

高

志
忠
・

瞿
蛻
園
の

四
氏
は

、

劉

禹
錫
の

も
の

を
原
唱

と

し
、

私

も
同
じ

考
え

で

あ

る
。

以
上
の

こ

と
か

ら
、

花
房

氏
の

『

白

居
易
研

究
」

の

体
例
か

ら
い

っ

て
、

こ

れ

は

劉
禹

錫
の

二

首
を

先
に

置
く
べ

き

で

あ
る

と
田
い

う
。

　
ま
た

、

花
房

氏
の

「

白
罟

易
研
究
」

の゜
復

原
の

中
に

は
、

必

ず
し

も
劉

禹
錫
の

も
の

が

原
唱
で

あ
る

と

断
言
で

き

な
い

と

思
わ
れ

る

が
、

劉

属
錫
を

先
に

、

白
居
易

を
後
に

置
く
も
の

が

あ

る
。

　
そ

の
一

つ

は
、

劉

禹
錫
の

、

　
「

洋
州
令
狐

相
公

鎭
に

到
っ

て

改
月
、

偶
。

懐
ふ

所
を

書
す
る

に

和
す
二

十
二

韻
　
和

沐
州
令

狐
相

公

到
鎭

改

月

偶
書

所
懐
二

十
二

韻
」

　
（

六

〇
三
V

で

あ
る

。

受
脹

新
梁
苑

援
亳
動

星
宿

赫
奕
三
川

至

緑
油
貔
虎

擁

外
壘
曾
無

警

和
羮
舊
傳
巖

垂

釣
取

韜
鈴

歓

呼
百
姓

瞻

青
紙
鳳
凰

銜

中
廚
亦

罷
監

推

誠
人
自

漲

赳

赳
容
皆
飾

爲

兄
憐

庚
翼

鬱
屈

咽
喉

地

渡

橋
鳴

紺
槞

端

月

當
中
氣

管

絃
喧

夜
景

酒
毎
傾
三

雅

詞

人

羞
布
鼓

歌

謝

白
團
扇

旌
旗

遙
一

簇

花
樹

當
朱

閣

夜
風
飄

覈
靆

玉

擘

盧
頻
易

映
鐶

窺
懿
饒

謝

傅

何
由
接

應
憐

郡
齋
老

去
殺
令

逾
嚴

幡
幡
口

盡
鉗

選

壻
得
蕭
成

駢

閥
水
陸
兼

入

肆
麗
雲

帆

東
風

應
遠
占

燈
燭
掩
寒
蟾

書
能
發
百

函

遠
客
獻
貂
裾

舞
筵
金
縷
衫

蔦
履
近
相

擁

晴
河
逼
翠

簾

燭
涙
滴

巉
巖

金
爐
暖
重

添

隔
袖
見

繊
纖

桓
尹

定
不

凡

旦
夕
鑷
霜

髯

脹
を

受
く

　
新
梁

苑

羹
を
和
す

　
舊

傳
巖

毫
を
援
っ

て

星
宿

を
動
か

し

釣
を
垂
れ

て

韜
鈴

を
取
る

赫

奕
と

し

て

三
川

よ

り

至
れ
ば
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歓
呼
と

し

て

百
姓

購
ぐ

緑
油

　
貔
虎

擁
し

主

円

紙

鳳

凰

銜
む

外
壘

　
曾
て

警
す
る

無
く

中
厨

　
亦
た

監
す
る

を
罷
む

誠

を
推
し

て

　

人
自
つ

か

ら
服
し

殺

を
去
っ

て

　

令

逾
々

嚴
し

赳
赳
と

し

て

　
容
皆
な

飾
り

幡
幡
と
し

て

　
口

盡
く
鉗
づ

　

らロ
兄

爲
り

て

　
庚
翼
を

憐
み

壻
を
選
ん

で

　

蕭
威
を
得
た

り

鬱
屈
た

り

　
咽
喉
の

地

駢

聞
た

り
　

水
睦
の

兼

橋
を
渡
っ

て

　

紺
隠
を
鳴
ら

し

肆
に

入
っ

て

　
雲
帆

を
賜
ぐ

端

月
　
中
氣
に

當
た

り

東
風

　
遠
占
に

應
ず

管
絃

　
夜

景
に

喧
し

く

燈
燭

　
寒

囎
を
掩
ふ

酒
は

毎
に

三
稚

を
傾
け

書
は

能
く

百
函
を

發
す

詞
人

　
布
鼓

を
羞
ぢ

遠
客

　
貂

檐
を

獻
ず

金 玉 燭 夜 晴 花 鳥 旌 舞 歌
煙 畢 涙 風 河 樹 願 旗 筵 謝

白

團
扇

金

縷
衫

遙
か

に
一

た

び
簇
ま
り

近

く

相
ひ

撲
す

朱
閣
に

當
た

り

翠
簾
に

逼
る

飄
つ

て

皺
靆

滴
っ

て

巉
巖

虚
し
く

し

て

頻
り

に

易
へ

暖
か

に

し

て

重
ね
て

添
ふ

鐶
に

映

じ

て

鬣
駐

を
窺
ひ

袖

を
隔
て

て

纎
纎
を
見

る

謝
傅
　
何
に

由
っ

て
か

接
す

桓
尹

　
定
め

て

凡

な
ら

ざ

ら
ん

應
に

憐
れ

む
ぺ

し

　
郡

齋
の

老

旦

夕
　
霜

髯
を
鑷
く

を

　
こ

の

詩
と

組
に

な
る

の

が
、

白
居
易
の

「

洋
州
の

令
狐

相
公

に

和

し

奉
る

二

＋
二

韻

奉
和
洋
州
令
狐
相

公
二

±

頷
」

（

二

聖
二
）

で

あ
る

。

客
有

東
征

者

　
夷
門
一

落
帆

二

年
方
得

到
　
五
日

未
爲
淹
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在
浚

旌
重
葺

心
因

好
善
樂

俗
阜
知

敦
勸

仁
風
扇

道
路

文
律
操
將
柄

碧
瞳
油
葉
葉

景
象
春
加
麗

植
森
赤
豹
尾

門
静

塵
初
斂

選
幽

開
後
院

平
展

絲
頭
毯

雷
槌
柘
枝
鼓

髪

滑
歌

釵
墜

迴

燈
花
簇
簇

饌

盛
般

芯
殞

陸

珍
熊

掌
爛

臈

履
千
夫
祝

羊
公

長
在
蜆

眷

愛
入

入
遍

猶

嫌
客

不
醉

遊

梁
館

更
添

貌

爲
碍
賢
謙

民
安

見
察
廉

陰
雨

膏
閭

閻

兵

機
釣
得
鈴

紅
旆

火

櫓
椴

威
容

曉
助
嚴

纛
旺

黒
龍

髯

城

昏
日

半

銜

占

勝
坐

前

簷

高

寰
錦
頭

簾

雪

擺
胡

騰
衫

粧

光
舞
汗

霑

過

酒
玉

纎
纎

酷
濃

盞
底

粘

海

昧

蟹
螯
鹹

形

儀
四
座

瞻

傅

説
莫
歸
鍛

風

情
事

事
兼

同
賦

夜
厭

厭

客
に

束
に

征
く

者
有
り

夷
門

　
一

た

び

帆
を

落
と

す

二

年
に

し

て

方
に

到
る

を

得

五

日
に

し

て

未
だ

淹
し

と

爲
さ

ず

浚
に

在
っ

て

　

旌
重
ね
て

葺
し

梁
に

遊
ん

で

　
館
更
に

添
ふ

心
は

善

を
好
む
に

因
っ

て

樂

し

み

貌
は

賢
を
禮
す
る

が

爲
に

謙

な
り

俗
阜
に

し

て

敦
く
勸
む
る

を
知

り

民
安
く
し

て

察
か

に

廉

な
る

を
見
る

威 景 紅 碧 兵 文 陰 仁
容 象 旆 幢 機 律 雨 風

道
路
に

扇
し

閭

閻

を
膏
す

柄
を

操
り

將
ち

鈴
を

釣
り

得
た
り

油
葉

葉
た

り

火
罐

檐
た

り

春
麗
を

加
へ

曉
嚴

を
助
く

　

　

　
　
壱
ぱ

だ

槍
は

赤

豹
の

尾

を
森
て

　

　

　
　

　

　
　
い

ね

轟
は

黒

龍
の

髯
を
旺
ら

す

門

静
か

に

し

て

塵
初
め

斂
ま

り

城

昏
く
し

て

日

半
ば

銜
む

幽

を
選
ん

で

後
院
を
開
き

勝

を
占
め

て

前

簷
に

坐

す

平
に

展
ぶ

　
絲

頭
の

毬
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高
く
褒

ぐ
　
錦
額
の

簾

雷
の

ご

と

く

槌
つ

　
柘
枝
の

鼓

雪
の

ご

と
く

擺
す

　
胡
騰
の

衫

髪
滑
か

に

し

て

歌
釵

墜
ち

粧
光
っ

て

舞
汗

霑
ふ

燈
を
迴

ら
し

て

花
簇
簇

酒
を
過
ご
し

て

玉

纖
纎

　
　

　
　
　

　
　
つ

ゆ

饌

盛
に

し
て

盤
心
殉

れ

酷

濃
く

し

て

蓋
底

粘
す

風 眷 傅 羊 形 幅 海 陸
情 愛 説 公 儀 願 味 珍

獪
ほ

嫌
ふ

同
に

賦
す 熊

掌
爛
た

り

蟹
螯
鹹
な
り

千
夫

祝
し

四
座

購
ぐ

長
く
蜆
に

在
り

巖
に

歸
る

莫
か

れ

人

人
に

遍

く

事
事
蒹
ぬ

　
　

客
の

醉
は

ざ
る

を

　
　

夜
厭

厭
た

り

と

　
二

首
の

詩
は

依

韻
の

作
品
で

あ

り
、

類

似
し

た

表
現

も
多
い

が
、

ど

ち
ら

が

原
唱
か

を
決
定
す

る

材

料
に

は

欠
け

る

と

思
う
。

花
房

氏

の

「

白
居

易
研
究
」

は
、

劉

禹

錫
の

作
品
を
先
に

置
く
が

、

そ
の

根

拠
は

不

明

で
、

白
居
易
の

も
の

を
先
に

す
る

方
が

、

体
例
に

合
致
す

る

の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

　
同

様
に

、

劉

禹
錫
に

、

　
「

致
仕
せ

る

膝
庶
子
先

輩
に

鱠
る

　
鱠
致

仕

膝
庶

子
先
輩
」

　

二

五

九
）

と
い

う

作
品
が

あ
る

。

朝

服
歸
來
晝
錦
榮

壽
觴
毎
使
曾
孫

獻

瞿

鑠
據
鞍
時
騁
健

凌
寒
卻
向
山

陰
去

登

科
記
上

更
無

旺

勝

境
長

攜
衆
妓
行

殷
勤

把
酒
尚

多

情

衣

繍
郎
君
雪

裏
迎

朝

服
歸
り

來
る

　
書
錦
の

榮

登
科
記

上
　
更
に

兄
無
し

壽
觴
　
毎
に

曾
孫

を
し

て

獻
ぜ

し

め

　
　
　
つ

ね

勝
境

　
長
に

衆
妓

を
攜
へ

て

行

く

瞿

鑠
と

し

て

鞍
に

據
り

時
に

健

を
騁
せ

殷
勤
と

し

て

酒
を
把
り

尚

ほ

情
多
し

寒
さ

を

凌
い

で

卻
っ

て

山

陰
に

向
っ

て

去
り

繍
を
衣
る

郎
君

　
雪
裏
に

迎
ふ

　
こ

の

詩
と

組
に

な
る

の

が
、

白
居
易
の

「

膝
庶

子
の

致
仕
し

て

婪

州
に

歸
る

を
送
る

　

送
滕
庶
子

致

仕

歸

姿
州
」

　
（

二

七
五

二
）

で

あ

る
。
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春
風

秋
月

擱
歌

酒

已
見
曾
孫
騎
竹

馬

入

郷
不

杖
歸

時
健

兒
著

繍
衣
身
衣

錦

八

十

年
來
玩

物
華

獪

聽
侍

女
唱
梅

花

出
郭
乘
齠
到

處
誇

東
陽

門
戸
勝

滕
家

春
風

　
秋

月

　
歌

酒
を

緒
へ

八

十
年

來
　
物
華
を
玩
ぶ

已
に

見
る

　
曾
孫
の

竹

馬
に

騎
る

を

獪
ほ

聽
く

　
侍
女
の

梅
花
を
唱
ふ

を

郷
に

入

り

て

杖
つ

か

ず

　
歸
る

時
健
な

り

郭
を

出
で

て

昭
に

乘
り

　
到
る

處
に

誇
る

兒
は

繍
衣

を
著
て

身
は

錦
を
衣
る

東
陽
の

門

戸
　
滕
家

を
勝
れ

り
と

す

　
こ

の

二

首
も

、

表
現
に

類

似
し
た

と
こ

ろ
が

多
い

が
、

ど

ち
ら
が

原
唱
で

ど

ち
ら

が

和
篇
か

は

分
明
で

は

な
い

。

し

か

し
、

花
房
氏
の

「

白

居
易

研
究
」

で

は

劉
禹
錫
の

詩
を
先
に

置
い

て
い

る
。

　
以

上
、

第
三
と

し

て
、

花
房

氏
の

「

白
居

易
研

究
」

に

お

け

る

復

原
の

中
で

、

排
列
に

問

題
が

あ
る

と

思
わ

れ

る

三
組
の

唱
和

詩
に

つ

い

て

述
ぺ

た
。

こ

れ

ら
は

み

な
、

　
「

白
氏
文
集
の

批
判

的
研
究
」

に

は

な
く

、

　
「

白
居

易
研
究
」

に

到
る

間
に

追
加
さ

れ

な

も
の

で

あ

り
、

そ

の

た
め

に

体
例
の

統
一

を
欠
い

た

も
の

か

も
し

れ

な
い

。

結
　
び

　
以

上
、

本
稿
で

は
、

　
「

劉

白
唱
和
集
」

の

復
原
に

関
す
る

こ

れ

ま

で
の

研

究

を
検

討
す

る
こ

と

を
試
み

た
。

意
見
の

く
い

違
っ

た

も
の

を
、

自
分

な
り
に

比
較
し

判

断
し

た
つ

も
り
だ
が

、

ま
だ

多
く
の

誤

り

が

あ

る

こ

と

と

思
う
。

御
教
示
・

御
批

正
を
乞
い

た
い

。

　
劉

白
唱

和
詩
は

、

中
唐
の

唱

和
文

学
を
研

究
す
る

上
で

、

重

要
な

も
の

で

あ

る
。

し

か

し
、

劉
白
唱

和
詩
に

つ

い

て
は

、

時
代
に

よ

る

唱

和
の

し

か

た
の

変
化
や

、

他
の

詩
人

の

作
品
と
の

関
連

、

他
の

詩

人
の

唱
和

詩
と
の

相
違

等
、

ま
だ

研

究
す
ぺ

き

課
題
は

多
い

と

思
わ

れ

る
。

本
稿
は

ま

だ

ま

だ

出
発
点
の

階

段
に

過
ぎ
ぬ

も
の

で

あ
る

が
、

A7

後
も
劉

白
唱
和

詩
に

つ

い

て

の

研
究

を

進
め

た

い

と

思
う
。

　

注

（
一
）

白
居

易
の

詩
の

作
品

番
号
は

、

花
房

英
樹
氏
の

「

白
氏
文

集

　

　

の

批
判
的
研

究
」

に

ょ

る
。

ま
た

、

劉

禹
錫
の

詩
の

作
品

番

　

　

号
は
、

花
房

英
樹
氏

「

劉
禹
錫
作
品

資
料
表
」

　
（

一

九
五
八

　

　

年

　
京
都

府
立

大
学
中
国
文
学
研

究
室
）

に

よ

る
。

な
お
、

　

　

テ

キ
ス

ト

は
、

朱
金
城

氏
「

白

居
易
集

箋
校
一

　・

瞿
蛻
園
氏

　

　
　
「

劉

禹
錫
集

箋
證
」

を

そ
れ

ぞ
れ

用
い

た
。

（

二
）

　
「

全

唐
詩
」

卷
三
三

四

（

三
）

諸

橋
轍
次

氏

「

大

漢
和
辭
典
」

　
（

初

版
一

九
六

〇

年
　
大
修
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館
書

店
）

等
。

（

四
）

白

居
易
が

自

分
の

作
品

を
、

詩

題
や

序

の

中
で

「

長

句
」

と

　

　

よ

ん
で

い

る

例
を
以

下
に

並
べ

、

そ
の

詩
型
を
記
す

。

詩
型

　

　

の

分
類
は

、

花
房

氏
の

「

白

氏
文
集
の

批
判

的
研
究
」

に

よ

　

　

る
。

　

　

○

重
過
秘
書
舊
房

因
題
長
句
（

七
律
）

　

　

○

微
之

到
通
州
日

授

誼
未

安
見
塵

壁
間
有

數
行

詩

讀
之

即
僕

　

　

　

舊
詩
其
落
句
云

濠
水
紅

蓮
一

朶
開
千
花

百
草
無

顔
色

然
不

　

　

　

知

題
者
何
人
也
微

之
吟
歎

不
足
因

綴
一

章
兼
録

僕
詩

本
同

　

　

　

寄
其
詩
乃

是
十
五

年
前
初

及
第

時
鱠
長

安
妓
人

阿
軟

絶
句

　

　

　

緬

思
往
事
杳
若

夢
中
懐

舊
感
今
因

酬
長

句
（

七
律
）

　

　

○

聞

李
尚

書
拜

相
因
以

長
句

寄
賀
微

之
（

七

律
）

　

　

○

京
使
廻

累
得

南
省
諸
公
書
因
以

長

句
詩
寄
謝

蕭
五

劉
二

元

　

　

　

八

呉
十
一

韋
大
睦
郎

中
崔
二

十
二

牛
二

李
七

庚
三

十
三
李

　

　

　
山

ハ

ホ
†

十
楊一
二

榔
天

大
拍
緬

十
一
一

員

外
（

七

律
）

　

　

O
暮
枉
衢
州

張
使
君

書

井
詩
因
以
長
句

報
之

（

七

律
）

　

　

○

舒
員

外
遊
香
山

寺
厳
日

不

歸
兼
辱
尺
書

大
誇
勝

事
時
正
値

　

　

　
坐

衛
慮

囚
之

際
走

筆
題
長
句
以

膾
之
（

七

古
）

　

　

○

元

微
之
除
浙
東
覲
察
使

喜
得
杭
越

鄰
州
先

膾
長
句
（

七
律
）

　

　

○

得
湖
州

崔
十
八

使
君

書

喜
與
杭
越

鄰
郡
因
成
長

句
代

賀
兼

　

　

　

寄
微
之
（

七

律
）

　

　
0

聞
行

簡
恩
賜

章
服
喜
成
長

句
寄
之
（

七
律
）

　

　
○

將
發
洛

中
枉
令
狐

相
公
手

札
衆
辱
二

篇
寵
行
以

長
句

答
之

　

（

七
律
）

○

令
狐
尚

書
許
過

弊
居
先

賂
長

旬
（

七

律
）

○

偶
以
拙
詩

敦
首
寄
呈

裴
少
尹

侍
郎

蒙
以
盛

製
四

篇
一

時
酬

　

和
重

投
長
句

美
而
謝
之
（

七

古
）

O
家

醸
新
熟

毎
嘗
輒
醉
妻

姪
等
勤
令

小
飲
因

成
長
句
以

論
之

　
（

七

律
）

○

晩

春
閑
居
楊
工

部
寄
詩
楊
常
州
寄
茶
同
到

因
以

長

句
答
之

　
（

七
律
）

○

侍
中

晉
公

欲
到
東

洛
先
蒙
書

問
期
宿

龍
門
思
往

感
今
輒
獻

　
長

句
（

七

律
）

〇

五

月
齋
戒

罷
宴
徹
樂
聞

韋
賓
客

皇
甫
郎
中
飮

會
亦

稀
又

知

　
欲

攜
酒
饌

出
齋
先
以
畏
句

呈
謝
（

七

律
）

○

劉
蘇

州
寄
醸
酒

橋
米
李
浙
東
寄
楊
柳

枝
舞
衫

偶
因

嘗
酒
試

　
衫
輒

成

長
句
寄
謝

之
（

七
律
）

○

韋
七
自

太
子
賓
客
再
除
祕
書

監
以

長
句

賀
而
餞
之
（

七
律
）

O

春
來
頻
與

李
二

賓
客

郭
外
同
遊
因

膾
長
句

（

七
律
）

0
初

冬
月
夜

得
皇
甫

澤
州
手
札

井
詩

數
篇
因

遣
報
書
偶

題
長

　
旬

（

七

律
）

○

早
春

憶
遊
思
黯
南
莊

因
寄
長

句
（

七

律
）

O

近
見

慕
巣
尚
書
詩

中
屡
有
歎

老
思
退
之

意
又

於
洛
下
新

置

　
郊

居
然
寵

寄
方
深

歸
心
太
速
因
以

長
句
戲

而

論
之
（

七
律
）

○

夢
得

前
所
酬
篇

有
錬

盡
美
少

年
之
句

因
患
往
事
兼
詠
A7

懐

　
重
以

長

旬

答
之

（

七

律
）
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○

宣
州

崔
大
夫

閣
老

忽
以

近
詩

數
十
首

見
示
吟

諷
之

下
寝
有

　
　

　

所
喜
因
成
長

句
寄
題
郡

齋
（

七
律
）

　
　

○

毎
見
呂

南
一

郎

中
新
文

輒
竊

有
所
歎
惜

因
成
長

旬
以
詠
所

　
　

　

懐
（

七
律
）

　
　

0

予
與

山

南
王
僕

射
淮
南

李
僕
射

事
歴
五

朝
躁
三

紀
海

内
年

　
　

　

輩
今
唯一
二

人

榮
路
雖

殊
交
情
不

替
輒

題
長
句
寄

舉
之
公

垂

　
　

　

二

相
公

（

七
律
）

　
　

○

琵

琶
引
序
「

…

…
因

爲
長
旬

歌
以

贈
之

…

…
」

　
（

七

古
）

（

五
）

違

欽
立
氏

輯
『

先
秦

漢
魏
晉
南

北
朝
詩
」

　

2
九
八

三

年

　
　

中
華
書

局
）

梁
詩

卷
五

九 八 七 六
） 　 @ ） 　 ） 　（

）

「
全

唐
詩

」

眷

六

五

「

全唐
詩

」
卷
一

二

亠

ハ

「
全
唐
詩

卷

三
八
四

「
輻

井

工
業
高

専
研
究

紀
要
』
人
文

社
会

科

十
六

　

九

八

二

年

テ

キ
ス

ト

は
「

兄

」
の

字

を

「
名
」
に

る
。
瞿

蜆
園

氏

の

校

に 従い 、

めた。 一 37 一 N 工 工 一Eleotronlo 　


